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１．研究計画の概要 
 東南アジア各地 （タイ・カンボジア･フ
ィリピン）において、漁業と沿岸環境の実態
調査を行う．資源状態・沿岸水圏環境の悪化
が見られるケースについては、社会科学的な
調査を通じて、悪化をまねいた社会的な要因
について解析する。 
 
２．研究の進捗状況 
 カンボジア･トンレサップ湖、フィリピン･
バタン湾については、資源状態・漁獲圧の実
態把握を終了し、資源状態の悪化、漁業管理
システム崩壊の社会的要因についての調査
を開始した。タイの沿岸部においては、養殖
排水の影響域の推定方法を確立した。 
 
３．現在までの達成度 
 ほぼ当初の計画通りに進行している。 
理由 
 前提となる資源状態の把握については、ほ
ぼ作業卯を完了した。トンレサップ湖につい
ては、漁民調査･流通調査が終了しており、
解析の段階である。バタン湾についても、資
源状態、漁業の実態調査が終了しており、今
後、1 年間かけて、漁業管理システム崩壊の
要因について調査を行う。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 調査は、フィリピンバタン湾について、集
中的に行う。他の地域については補足的な調
査にとどめる。フィリピン漁業調査結果のと

りまとめは、今回のプロジェクト期間内には
終了しないが、その後、継続して行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
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